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『

続
日
本
労
働
者
階
級
状
態
史』

：
ぃ
リ

•
 

•
 

•
 

•
 

•

i 

-

:

本
書
は
、.
そ
の
題
名
を
み
て
も
わ
か
る
ょ
う
に、

. 

著
者
が
さ
き
に
世
に
問
う
た
力
作
、

「

日
本
労
働
者 

階
級
状
態
史J.C

三
甶
学
^
-雑
誌
' 
十
ー
月
罾
、
i
 ヾ

新
刊
紹
介
：を
参
照
さ
れ
た
ぃ

)

_€>
続
篇
で
ぁ
る
。
前 

者
に
劣
ら
ず
尨
大
な
本
書
の
内
容
は
，
敗
戦
後
の
労
，
. 

働
者
階
級
.の
状
態
を
、:.
豊
富
な
資
料
を
通
じ
て
，
克 

明
に
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ぎ
の
ょ
う
な
諸 

.章

.か
ら
成
ウ
.て
.い
る
。
'
.
.
.
.
.

• 

. 

. 

•

.

..

.

'.
第
一
章
肷
戦
直
後
の
荒
廃
•
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン

.
、

.

：

•
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.

. 

.

.
，

：
：

.

.

.
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,

の
な
か
め
嘮
働
读
階
級':(

'ー
九
四
五
年〜

1
九
四
八
:■ 

年)

，
.第I

節
：経
済
的•

社
会
的
屢
と
イ
ン
フ
レ;: 

丨
，.ゾ
ョ
ン
、
第

二
節

^
後
労
锄
者
数
の
員
^
と
構
ぽ 

■€
>
諸
康
化
、
第
三
節
労
働
条
件
と
生
活
、
.第
四
節
兔 

働
者
組
織
の
.急
展
開
，
第
五
節
労
働
争
議
の
爆
発
的

展
開
と
そ
の
推
移
、
第
六
節
戦
後
労
働
政
策
の
発
足 

ど
変
転
、'.
'
-第
ー
：一
章
％

領

政

_

の
痤
済
再
建
過
程
と
ノ 

:労
働
者
階
級(

，1
九
四
九
年〜

1
」

九
五
.？
年)

：、
第1.

 

節
ド
ツ
ジ
:-
:
.
'
.
>
ィ
ン
実
施
：丨
講
和
条
約
成
立
前
後0'-
' 

経
済
情
勢
^
独
占
資
本
、
：
第
一

一

節
労
働
者
階
級
の
数' 

d 

.的
推
移
と
構
成
、
第
一
一

一

節
労
働
条
件
の
：変
化
、：
.第
四 

敵
デ
.フ
.レ
と
特
需
下
の
努
働
者
生
活
、'第
五
節
労
働
._ 

.

.組
合
運
動
の
後
退
と
關
争
、
第
六
.節
社
会
党
分
裂
と 

:共
産
党
弾
：圧
ハ
第
七
節
労
働
立
法
に
現
わ
れ
た
労
働 

政
策
反
動
.化
の
強
ま
り、
.第
三
章
サ
シ
' フ
ラ
ン
.シ
ス
：

働
姐
合
の
立
直
り
、
第
六
節
労
働
争
議
の
増
大
と
，記 

録
的
大
争
議
の
頻
発
、'
翁
七
節
共
I

.

の
党
内
抗
争
：

■'
.
.
;
激
化
と
社
会
党
：の
統
一
ル
、
第
四
章
技
㈣
豸
新
：
合 

:'
理
化
の
.発
展
i
労
働
者
階
級
：
ニ
^
五
2£
,年〜

.ー
へ
九 

:

.六
0
年)

,一：第一

節
一
九
五
五
年
以
後
：の
経
済
局
面
ノ 

丨
設
備
投
資
と
独
占
の
発
員
、S

—-
㈣
胄
働
者
階
級 

.

.

.の'増
大
と
構
成
変
化
、
第
三
節
労
働
条
件
の
変
化
と
.

生
活
状
態
、
第
四
節
労
働
組
合
の
推
移
と
_
爭
の
発 

展
、
あ
と
が
き
。

本
書
办
特
徴
は
、
ひ
，と
つ
：は
内
容
の
広
は
ん
で
多 

岐
に
わ
た
って
い

る.

こ
と
と
、
そ
の
説
明
の
'実
証
的 

な
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
いま
ひ
と

つ
は
、
そ
の
時 

代
因
分
に
つ
.い
，
て
の
牌
題
で
あ
.る
。
.内
容
そ
の
も
の 

に
つ
い
て
は
、
文
字
通
り
、
客
観
的
な
^
実
の
集
樹 

を
通
じ
て
労
働
者
階
級
の
状
態
，を
克
明
に
描
き
出
し 

:て
ぃ
.る
し
、-
そ
の
意
味
で
は
、
'資
料
的
価
値
は
大
き

の
で
あ
•る
が
.、
そ
.'5
し
た
事
実
の
描
写
の
点
で
は
、
 

わ
れ
わ
れ
に
迫
る
も
.の
が
あ
る
に
し
て
も

、

「

资
料

て
'
.
'
：

 

. 

-
.

:

ま
け」

と
で
も
い
お
ぅ
か
、..あ
ま
り
：に
も
実
証
性
を 

重
ん
じ
よ
う
と
す
る
：努
力
が
逆
に
，、
，
た
ん
に

4?
実
の

コ
講
和
条
約
以
後
、
合
理
化
攻
勢
下
の
労
働
者
階
敗
，
 

二
九
五
：一：

一

年〜

—*
九
五
.四
年r

第

1
節
合
理
化
.
.
.'■
■

：

独
占
強
化
と
デ
フ
レ
恐
慌
、
第
一

一

節
労
働
ガ
の
•量
的 

推
移
と
内
容
.の
変
化
、.
.第
三
節
合
理
化
と
労
働
条
阶. 

の
変
化
、

：

第
四
節
労
働
者
の
生
活
状
態
、.第
五
節
労
、

い
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
読
ん
で
い 

て
感
ず
る
こ
と
は
、
前
者
と
同'1
:
ょ
ぅ
に
、
客
観
的 

な
資
料
を
蒐
集
し
て
、
労
働
者
階
級
の
'状
態
の
推
移 

を
明
ら
か
に
し
て
い
な
が
ら
、
や
は
り
法
則
性
の
追 

.

.求
：と
い
ぅ
点
で
、

い
、さ
さ
か
欠
け
て
い
.
る
点
は
指
摘 

_
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
体 

験
か
ら
し
て
忘
：れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
第
一
一
次 

.世
界
大
戦
後
の
時
期
の
苦
し
か
つ
た
記
憶
は
、
本
書 

を
読
む
こ
と
：に
よ
つ
て
、
生
々
し
く
想
い
出
さ
れ
る

集
積
"
ぃ
ゎ
ゅ
る
.

「

事
件
史j

的
な
印
象
^.
ま
灯
が 

れ
る
こ
.と
は
で
き
な
，い'。
.
M
う
ま
で
も
な
く
、
労
働 

者
階
級
の
状
態
史.の
研
究
は
、.
H
労
働
者
階
級
の
組 

織
状
態
や
そ
の
推
移
お
ょ
び
内
部
矛
盾、.⑶
労
働
者 

.
の
生
活
諸
条
件
の
変
化
、㈢
労
働
者
階
級
.の
前
衞
政
. 

党
と
.の
相
互
関
係
な
ど
と
と
も
に
、
㈣
資
本
の
集
中
• 

集
積
の
過
程
、㈤
支
配
権
力
の
対
労
働
者
政
策
の
変.
 

遷
、
㈥
そ
し
て
さ
ら
に
国
際
政
治
.の
国
内
へ
の
影
響 

な
ど
が
問
題
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
し
く 

著
者
は
こ
う
し
た
視
点
に
立
ち
な
が
ら、. '何
も

か

も

：

.
織
り
こ
も
う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
た
め
'
い
か
に
も 

整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
欠
陥
に
お
ち
こ
む
こ
と 

に
な
っ
た
。.も
ち
ろ
ん
、.こ
れ
は
、

必
ず
.し
も
著
者 

の
貴
任
で
は
な
く
、.戦
後
の
時
期
が
、
ひ
と
'つ
の
歴 

史
的
な
時
期
と
じ
て
評
価
さ
れ
石
段
階
に
き
て
い
な
：
 

:
1
Vた.め
.で
.も
あ
.る
が
、.
.
.
さ
き
に
の
ベ
，た
ょ
う_̂.
-
.
条̂
. 

件
を
有
機
的
に
関
速
名
せ
て
い
'な
い
う
ら
み
が
あ
る 

点
に
あ
る
と
思
う
。

 

• 

.
'つ
ぎ
に
時
期
区
分
の.問
題
で
あ
る
.が
、
.著
者
4
 

第tl

章
と
第11

•一
章
と
'を
わ
け
る
嶺
と.し
：て
、
.
.一，九
五
. 

ニ
年 

'

(

昭
和一.1

七
年)

.-の
サ
ン
フ
フ
ン
シ
ス
コ
条
約 

を
お
げ
て
い‘
が
、
と
れ
は
耍.ず
る
，に
：、
；
■朝

鮮

戦

争.
“ 

新

，
刊

紹

介
.

.

:

を
契
機
と
し
て
独
占
資
本
の
再
編
成
が
す
す
み
、
労 

働
者
階
級
へ
の
攻
擊
が

r

段
：ど
強
化
.さ
れ
た
と
い
う 

意
味
に
お
い
：て
画
期
を
な
す
も.の
.と
思
わ
れ
る
が
、

し
か
し
そ
う
い
う
意
味
広
お
：い
て
：は
ー
九
五
〇
年
の

.

朝
鮮
動
乱
前
後.を
中
心
と
.す
る
労
慟
者
階
級_に
：'た
^
 

す
る
反
動
政
策
の
方
が
む
し
ろ
重
要.で

、
，
，
戦

後

.
日

本 

労
^
運
動
の
.転
機
を
な
す
も.の
.と
考
え
ら
れ
る
が
ど. 

う
で
あ
ろ
5
か
。
朝
鮮
戦
争
の.、
日
本
の
資
本
主
義
，
 

お
よ
び
労
働
者
階
級
に
あ
た
え
た
影
響
を
、
-:
.い
.ま
少 

し
重
視
し
て
も
よ
い
の.で
は
な
か
ろ
う
：•か
。

.以
上
、
卒
直
な
印
象'を
0
べ
た
が
、
本
書
の
も
つ 

資
料
的
価
値
は
、
労
働
者
階
級
状
態
史
と
な
.ら
ん 

で
、
.日
本
の
労
働
運
動
史
を.研
究
す
る
者
に
と
つ
て
， 

不
可
欠
の
業
績
と
な
る
も
の
と
確
信
す
る
。
兔
働
運
' 

動
史
、、.
.経
済
史
を
専
攻
す
る
す
べ
て.の
.人
.々
^
本
書 

を
推
樊
す
^
■も
の
で
：あ
る
。
：'

(

一一--
:書
房
i
\ A 
5
;

五
四
八
頁
'
.
:三
〇
©

0
円)

.
：
/,
:

:

.

.

飯
.由
.
.
.
.
鼎
I

■
':
:
国
際
経
済
学
会
編，

：

：
，

.

.

.

.

.

:

.

『

世
界
経
済
と
国
際
通
貨』

(

国
際
経
済
第
十
三
号

)

,
:ン
：
：
，
7 

■

一
ノ
.本
書
.は
、
六
'

1

年
十
月
に
富
山
大
学
で
行
な
わ
れ 

，
た
国
際
経
済
学
会
第--
-1

十
回
大
会
.に
お
け
る
報
告
お 

よ
.び
論
議
を
ま
，と
め
た
も
の.で
あ
る(

そ
れ
以
前
の 

.大
会
の
成
果
も
国
際
経
済
の
と
れ
迄
の
各
号
に
収
め 

ら
火
て
お
り:

■大
ぃ
に
参
照
さ
る
べ
き
も
の
で
あ 

.
る)

。
•本
書
の
主
要
な
特
微
は
、
.毎
会
そ
の
時
の
世 

.界
経
済
に
.お
い
て
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
共
通
論
題 

.が
選
ば
れ
.て
そ
れ
に
中
心
を
お
い
て
論
^
が
行
な
わ 

'れ
jて
い
：る.こ
上
と
、
.学
会
に
お
.い
..て
こ
..の
.テ
!
マ
..を 

め
ぐ
つ
て
行
な
.わ
れ
た
合
同
討
論
が
そ
の
ま
ま
仅
録 

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
で
あ
ろ
ぅ
。

:

.こ

の

こ

と

：
ゆ

、

'世

界

経

済•
国

際

経

済

，
に

.お

い

て
 

.

.

.
そ

れぞ
:i
t
の
持
点
で
焦
点
と
さ
'れ
、
も
.つ
と
も
各
論 

者

が

：
関

心

を

注

い

だ

問

題

が

何

‘で
あ
り
、
そ
の
問
題 

.が

：
学

界

與

お

：
い

て

如

何

に

と

ら

え

ら

れ

、

未

解

決

な
 

あ

る

い
は
究

明

さ

る'ベ
：
き

点.が
.ど

こ

に

あ

る

か

を

'
明
 

示

す
.^
こ

と

に

な

ろ

ぅ

。
.̂

か

し

反

面;>
.世
界

経

済
 

::
八

五
',(

1

--*

ニ 
九)



の
歴
史
的
现
実
的
展
開
お
よ
び
理
論
的
発
展
が
そ
の 

問
題
の
.選
択
を
耍
_
し
て
い
る
と
は
い
え
、
長
期
的 

な
観
腐
か
ち
す
れ
ぼ
づ
日
本
の
学
会
本
そ
の
社
会
め
'
: 

も
つ
特
徴
.に
な
ら
：0
て
，
：览
行
に
な
が
さ
れ
る
き
ち 

.

い
が
な
い
と
は
い
克
な
い
と
思
わ
れ
る0
 

.:「

世
界
経
揞
と
国
際
通
貨

J
'

は
、：
-.】

十
回
大
会
.に
.お 

1 

'
け
：る
共
领
論
題
で
あ
り-:
:
'本
齊
は
，.
ま
ず
こ
の
.テ
3
へ 

:.
マ
に
対
す
る
村
野
孝
，
入
江
猪
太
郎V:北
川
ー
：.雄
.>'
.
一
 

吉
田
義111

•
野
々
村
^
雄
教
授
に
は
る
そ
れ
ぞ
れ
の 

視
点
か
ら
の
論
説
と
大
宮
僙..，一
氏
に-よ
る
.学
界
展
望
. 

が
：揭

載

さ̂

次
-に
'こ
の
-r
l
-
.
マ
.
を
め
ぐ
る
合
同
討 

，論
が
そ
の
ま
ま
苒
生
さ
れ
て
お
り
、
故
り
に
八
人
の 

論
者
に
よ
る
自
由
テ
ー
マ
の
報
告
要
旨
と
一
一
つ
の
書
，. 

評
と
：が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
名
。

'
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
•
そ
の
論
議
も
ま
た 

種
々
雜
多
で
や
や
ま
とiま
り
に
欠
け
て
お
々
，
こ

れ

. 

を
限
ら
れ
た
紙
丽
に
要
約
す
る
こ
と
は
木
可
能
で
あ 

る
:.
.°し

た

が

：っ
て
こ
の
テ
ー
マ

.を
ど
ぅ
把
握
し
、
問 

題
点
.，
議
論
の
中
心
が
ど
こ
に
存
す.る
か
を
、
簡
単 

に
指
摘
す
石
に
七
ど
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.；
：
.
.
'
:
、
：

'第
：

一

に
、
，
世
界
経
済
.に
お
い
て
国
際
通
货
の
果
す 

役
割
ほ
何
か
、
い
か
な
る
意
義
を
も
つ.か
.が
究
明
さ

:

れ
ね
ば
な
ら
な
い
国
際
通
貨
は
、
，
世
界
経
済
0
円

：
 

滑
な
運
行
の
.た
.め
の
—*
つ
の
手
段
•
政
策
.で
あ
る
と 

,
考
え
ら
れ
，
世
界
経
済
の
進
展
あ
る
い
は
構
造
的
変 

-.
化
に
と
も
な
い--
'
:
'国
際
通
貨
の
あ
り
方
も
修
正
ま
た
.
：
 

は
変
化
を
要
求
さ
れ
る
と
と
に.，な
る
。

し
た
が
っ 

.

:て
-»
.世
界
，経
済
9
:現
状
と
今
後
め
，展
開
の
正
し
い
：
理 

.
:■
:
解
i

:l
g
識
が
、
在
の
問
激
考
察
の
前
提̂
し
文
、
^
、
 

宴
^
あ
る
。.

「

と
く
に
:-
の
点
で
.ド
.ル
不
足
.が
解
消 

-■
L
、：：
ド
ル
危
機
が
生
じ
た
か
否.か
を
明
確
化
す
..る
こ 

.

,>
が
.必
要
で
あ
ろ
う。

：
.
：
：

'
.

第
2
に
：.：：
こ
'0
認
識
の
.上
：に
や
か
な
る
国
際
通
貨 

制
度
が
う
ち.立
.て
ら
る
ベ
.き
か
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な 

ら
な
い

：。，

.た
と
え
我
.々
が
世
界
経
済
の
動
向
に
関
し.
 

共
通
認
識
を
も
っ
と
し
て.も

、
.
，
そ
こ
槔
画
き
出
さ
れ 

.

.る
国
際
通
貨
制
度
は
同.
1の
も
の
.で
ぼ
：な

,1
>
。
世

界
.

.経
済
と
国
際
通
貨
と
を
ど
う
関
連
さ
せ
る
の
か
に
.つ 

い
て
根
本
的
究
明
が
：要

請

さ

办

::
«
?
;
.
例
ゝ
ん.ば
，
現

在： 

の
新
1>
い
：国
際
通
貨
制
度
構
想
：

Q
.

最
大
の
理
由
と
さ 

:
れ
て
い
る
国
際
流
動
性
の
不
足
於
関
し
て
も
、：
国
際 

流
動
性
が
具
体
的
に
：何
を
い
：い
、
何
を
：基
準
に
し
て 

そ
：の.過
不
足
が
.決
定
ざ
れ
る
0
が
め
明
確
な
究
明
：は 

-存
在
1
て
ぃ
な
ぃ
。
：
リ：
，
'

.
第
三
に
、
こ
こ
で
の
国
際i

は
、
.

義
諸 

国
の
枠
内
で
の
み
問
題
と
さ
れ.る
の
か
>
そ
れ
と
 ̂

社
会
主
義
諸
国
と
の
関
係
を
含
む
全
世
界
的
な
意
味 

で
問
題
な
の
か
.
を
区
別
し
て
考
察
す
る

.必

要

が

あ

:

る
-0
;.
 ̂

V
-

.
第

四

に

、-国

際

通

貨

を

金
^
切
り
.離

す
V
J:と
が
可 

能
か
否
か
の
究
明
が
根
本
的

'に
1 6

:
要
で
.あ
る
。

第

五

に;'
純
理
論
的
検
討
の
•結
果
導
か
れ
る
国
際 

通
貨
の
理
想
像
が
実
現
さ
れ
る'か
否
か
は
、
' 各
国
の 

政
治
的
立
場
や
利
害
関
係
に
照
し
て
判
断
さ
，れ
ね

*
.1 

な

ら

な1-
。

''
'

.こ
れ
ら
の
諸
.点
は
：、.
各
論
説
や
合
同
^
畠
に
.お
け 

5

一—-
*つ
の
問
題
提
起(

1
国
際
通
貨
制
度
の
理
論
的 

考
察
、
2
国
際
通
貨
制
度
の
現
状
と
改
革
、3
ド
ル 

と

ル

ー

ブ

に

塑

所

さ

れ

て

い

る

。

.

.

.

.
究
極
'^
お
.い
.て
.、.
.
.
国
際
通
貨
制
度
の
目
的
■
.と
使
命 

，は
”
^
融
-®
•
流
通
面
.ょ
り
世
界
経
済
の
史
定
成
長 

の
潘
成
*

促
進
に
.最
大
限
に
貢
献
す
る
こ
と
に
つ
き 

る
と
思
わ
れ
る
。
:'

:
最
後
^
ぃ
沐
書
は
へ
テ
ー
マ
め
選
択’
問
題
意
識
、
 

問
題
点
め
明
確
化
、
学

界

展

望
、
.
新
し
い
理
論
展
開 

.の
把
握
な
ど
に
は
大
い
に
有
用
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

本
.
書

を

十

分.
に

理

：解

し.：、.
'

利

用

し

ぅ

る.
た
6
と

太

、

そ
の
.テ

ー

：
マ

に

関

す

る

迤

礎

知

識

，お

ょ

.

び
.：

基

本

的

な
 

文

献

の

；
読

了

，を

必

要

と

し

，
て

お

り

、

こ

の

克

で

.
、
.
本 

書
は
あ
る
程
度
箅
門
的
研
究
^
志
す
人
々
に
推
奨
さ 

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。(

日
本
評
論
新
社
.
.

 

一
一
—
-.
七 

年
八
;^
刊

.
4
5
. 

•
'

二
；1
1's
^I

深
海
.

博

明

—

.

*

.
1
:
* 

.
 

.
:
♦

.
• 

.

■

-

宮
本
義
男
著
:'
.
:•
V

.
，『

金

融

廣

本

へ
‘め

道』

：

..
'
'

'

.

.

.
i て
 

' 

.
:

. 

.

.

.

.

.

. 

.

-

•
周
知
の
^
ぅ
に
，
宇
野
弘
蔵
氏
の
原
理
論'-
.:
.段
^

: 

論
.
現
状
分
祈
:^
い
ぅ
、.
所
謂
経
済
学
の「

三
段
階」

r 

論
は
.
.わ
が
国
^
ル)

ク

，ス

経

済

学

界

で

か

な

り

の

支 

持
^
獲
得
し
ズ
い
る
ょ
ぅ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
： 

同
時
4
:
'

『

資
:̂
論』

.

.
-
の
具
体
北
を
，つ
ぅ
じ
て
、
マ
ル 

ク

ス

の

赛

镇

学

批

判

体

弟

プ

-フ
.ン
：
を
尊^:
.
も

，^'
>

パ■

 

志
向
す
る
方
询.に
従
つ
.
i
>
s
論
的
発
展
を
成
し
遂
げ 

ょ
ぅ
4
す
る
傾
苘
ネ
が
な
り
強1>
.»
-
資
本
論
の
発
展 

.と
い
ぅ
：共
通
；し
た
問
題
意
識
の
も
と
へ
で
い
以
上
の
ょ

-. 

う

な一一つの

代

表

的

流

れ

を

わ

れ

わ

れ

は

容

易

にみ

い
.
だ，し
づ
る
ノ
宮

本

教

授

ば

も

つ

.ぱ

ら

後

者

の

立

^
 

、
か

ら

ァ
>

:
ロ

一

チ

さ

れ

、
，
す

.で

に':
ダ

ラ

シ

間

題
_
| 

な

ど

で

ユ

二

 

I

ク

な

活

動

々
: $
^

て

お

ら

れ

(『

資
 

.本
■

研
^』

、1
; ^

五
^

年

、-大

力

書

店

K

他

方

で、
.-
' 

:
宇
野
氏
の
三
段
階
論
に
充
分
の
.
^
意
を
;.
'
:は
，ら
い
つ
丨 

:

つ
、
原

- 1

論
；_，
段
階
論
.を
論
埋
構
造
の
全
^

こ
と
な
：
' 

つ
た
も
の
と
し
て
把
握
す
る
宇
野
氏
に
対
し
て
.、
'
頃>

 

;

，

論
:-
|

段

階

規

定

走

い

：：

^

2

:在

的

論

理

腠

開

0

可

能 

.:

性
.を

童.視

さ

れ

て

い

る
.,
'0
.
本

賨

の

^

ホ
^

ァ
プ
ロ
卜 

:

チ
も
こ
の
観
^

か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち 

『

業

論

』

で
展
開
：さ
れ
た
；
.基
本
的
：ヵ
テ
ゴ
リ
I
:を

：，：
 

つ
か
つ
.：て
_、
資
本
主
義
.の
生
成
'
*発
展
：，
消
滅
の
-過
：
 

程
を
説
明
オ
：る
£

^

を
も
ら
.て
:■
:
'原
理
論
が
そ
れ
自
”
 

へ
体
と
し
て
段
階
規
定
を
.
.含
み
.
.ぅ

，
る

と

■
い

ぅ

氏

の

主

長
 

を
う
ら
づ
け
よ
,5

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

:

以
上
の
ょ
ぅ
な
視
角.を

支

え

.て
い
る
^

の
.甚
本
的 

な
：展
開
は
、「

ブ
ラ
シ」

に
関
す
る
解
釈
と
、
マ
ル
ク 

ス
;6
0

幣̂
‘
肩
5
理
論
：、
^
;.
<
_尤
株
式
会
社
論
を.
-

S
-

:
1
, 

心
七
行
わ
れ
て
お
り.
.
：
こ
こ
.か

ら

従

来

の

金

融

資

本 

.概

念

に

た

い

す

る

批

判

を

も

展

開

さ

.
-れ
.る
.。

従0 

.

て
、.本

書
.の
中
心
：は
第

111

韋
：'

(

貧
付
資
本
が
隹
立
軍-
:: 

動)

.以
降
に
.お
か
.れ
.て
い
る
と
.み
.て
よ
.い
，で
^.VO.

う
.。
.

•

著
者
に
よ
る
と
、
産
業
資
本
の
時
代
は
、
絶
対
的 

;

:
剰
余
価
値
の
生
産
，
相
沐
的
剰
余
価
値
の
生
産
、
資 

-'
:
.
:沐
過
剩
の
慢
性.化
ャ(

=「

長
撕
化
^

の
三
段
階
を
経 

過
-

^
。
：
最

後

の:©
階

に

い

た4
て
1

会
社
制

度
 

.

.

.が
^P

本
来
の
姿̂
で
登
場
し
、
，
金
融
資
本
の
段
階 

に

移

行

す

る1
理

解

し

て

い

る

。

他

方

'
.に

.
お

い

て
 

:

成

'
 

商
業
信
用
，
か
.ら

銀

行

信

用

を
へ

て

、
株
式
会
社 

1
に

い

た

る̂

@

を#
置
さ
れ

、
近

代
；

g

信

用
制

度

に
 

:■
■
お

け

る#

式
会
社
の
意
義
を
強
調
‘さ
れ
、

こ
こ
に
資 

.

.

. '本
注
義
.が

産

業

資

本

め

段

階

ふ

ら

金

融

資

本

の
s

m
 

に

移

.る

こ上
が
示

さ
^
て

い

る

。

.
さ

て

か

か

る

展

開
 

,

を
.；へ

」

て
；「

ブ
ラ
シ

」

：
の
問
題
...
に
.た

ち

，か.え

る

と

、著
.
.

.
诸
が
：
親
定.さ
れ
る'資

本

論=「

資

本

；：
1
般」

の
段
階 

,
か
ら
、「

競
^」

•
.

「

信
用」

を
'
へ
.
て

株

式

資

本

.
へ
と 

い

う「

プ
ラ
ン

」

解
釈
.に

よ0 .

て
；
、
、
資

本

論

』

の
諸 

-/
.
力
テ
.ゴ
リ
ー
.か
ら
金
融
資
本
へ
の
移
行
を
論
定
さ
れ 

て
い
る
と.い
え
よ
う
。
全
体
的
に.「

株

.式

会

社

V

の 

へ
：
た
：
め

に

/

へ̂

用
ト
.が
強
調
さ
れ
、';
1
:面
.̂
ル
フ
ァ
デ
，
 

ィ
ン
グ
的
で
あ
る
。
'株
式
制
度
を
中
心
に
金
融
資
ホ 

.
の
概
念
^

定

そ

す

る

こ
:̂
は

過

去

の

研

究

か

ら

み

て 

;

-■

理
論
的
：に.問
題
に
し
'.う
る
：重
要
な
論
点
を
含
ん
でハ 

る
が
.、V
独
占
資
本
の
：再
生
産
構
造

=

蓄
積
構
造
が
，
a


